
宮
司
　
田
　
村
　
泰
　
教

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
高
校

野
球
・
・
。
灼
熱
の
太
陽
の
も
と
で
の
奮
闘
が
脳
裏

に
刻
ま
れ
た
今
夏
。
凡
夫
に
は
計
り
知
れ
な
い
努
力

の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
出
場
を
勝
ち
得
た
選
手
達

に
、
先
ず
は
心
か
ら
敬
意
を
表
し
た
い
。
▽
ス
ポ
ー

ツ
は
観
る
者
に
感
動
や
元
気
・
勇
気
を
与
え
る
、
と

言
わ
れ
る
。
各
選
手
の
山
あ
り
谷
あ
り
の
経
過
を
知

る
時
、
人
々
は
無
意
識
の
内
に
自
分
自
身
の
人
生
を

投
影
し
、
思
わ
ず
手
に
汗
を
握
り
、
画
面
に
食
い
付

き
一
喜
一
憂
す
る
。
▽
実
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て

栄
冠
に
辿
り
着
い
た
シ
ー
ン
に
心
が
躍
っ
た
一
方
で
、

尽
力
叶
わ
ず
目
的
を
果
た
せ
な
か
っ
た
ア
ス
リ
ー
ト

の
落
胆
振
り
に
は
言
葉
も
出
な
か
っ
た
。
大
い
な
る

歓
喜
と
名
状
し
難
い
悲
哀
・
・
。
▽
「
時
の
運
」
と

は
言
う
も
の
の
、
明
暗
紙
一
重
の
中
で
繰
り
広
げ
ら

れ
る
勝
負
の
世
界
の
非
情
さ
、
残
酷
さ
が
改
め
て
浮

き
彫
り
と
な
る
。
▽
た
だ
、
我
々
が
敗
者
の
涙
に
よ

り
心
を
打
た
れ
る
の
は
、
そ
の
裏
に
過
酷
な
練
習
に

打
込
ん
で
き
た
長
く
重
い
月
日
が
存
在
し
、
決
し
て

勝
利
だ
け
が
賛
辞
の
対
象
で
は
な
い
、
と
い
う
判
官

贔
屓
の
感
覚
が
無
自
覚
の
内
に
身
に
付
い
て
い
る
か

ら
だ
ろ
う
。
▽
結
果
以
前
の
「
辛
い
過
程
を
真
摯
に

や
り
抜
く
、
弛
ま
ぬ
歩
み
」。
文
化
系
も
同
様
と
思
う

が
、
常
人
に
は
真
似
が
で
き
な
い
厳
し
い
道
の
り
に

挑
む
姿
に
こ
そ
賞
賛
を
送
り
た
い
。

秋
祭
ご
案
内
号

秋
祭
ご
案
内
号
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私
は
遠
出

の
際
、
鞄
に

本
を
用
意
し

て
い
ま
す
。

大
体
は
読
み

か
け
の
本
も

し
く
は
何
度
も
読
ん
で
い
る
本
を
一

冊
と
未
読
の
本
一
冊
の
計
二
冊
を
持

ち
歩
き
ま
す
。
気
付
い
た
時
に
は
こ

の
癖
が
つ
い
て
お
り
、
絶
対
に
読
む

時
間
が
無
い
で
あ
ろ
う
車
で
の
旅
行

に
お
い
て
も
一
応
用
意
し
て
し
ま
い

ま
す
。
持
ち
運
び
の
関
係
上
、
文
庫

本
か
新
書
サ
イ
ズ
の
本
を
選
ぶ
こ
と

が
多
く
、
本
の
内
容
は
小
説
で
あ
っ

た
り
、
歴
史
・
神
社
関
係
で
あ
っ
た

り
、あ
る
い
は
全
く
別
の
も
の
で
あ
っ

た
り
と
特
に
決
め
て
は
い
ま
せ
ん
。

た
ま
に
旅
行
先
の
書
店
で
追
加
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
毎
月
何
十
冊
と
読
む
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
毎
日
読
む
習

慣
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
為
、
毎
日

読
む
こ
と
も
あ
れ
ば
一
ヶ
月
近
く
読

ま
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
テ

レ
ビ
や
ネ
ッ
ト
に
出
て
く
る
読
書
家

の
よ
う
に
年
に
何
百
、
何
千
冊
読
む

な
ん
て
こ
と
は
到
底
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
読
書
家
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

本
を
読
む
こ
と
に
つ
い
て
は
幼
少

期
に
読
ん
だ
児
童
書
や
絵
本
を
含
め

る
と
結
構
長
い
期
間
、
本
を
読
ん
で

い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
小
・

中
学
生
の
頃
に
は
図
書
館
に
あ
っ
た

『
ズ
ッ
コ
ケ
三
人
組
』
や
ア
ニ
メ
を
小

説
化
し
た
も
の
、
そ
の
後
は
ゲ
ー
ム

に
影
響
さ
れ『
三
国
志
』『
西
遊
記
』『
水

滸
伝
』
を
読
ん
だ
り
、
夢
枕
獏
氏
の

『
陰
陽
師
』
や
浅
田
次
郎
氏
の
『
壬
生

義
士
伝
』
な
ど
も
読
み
ま
し
た
。小
・

中
学
生
の
自
分
に
は
用
語
や
時
代
背

景
、
漢
字
す
ら
も
よ
く
分
ら
な
い
所

が
多
く
て
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
の
読

書
で
し
た
。
高
校
・
大
学
時
代
は
教

科
書
や
参
考
書
な
ど
難
し
い
本
が
多

く
な
っ
て
き
た
為
か
、
読
む
本
は
三

上
延
氏
の
『
ビ
ブ
リ
ア
古
書
堂
』
シ

リ
ー
ズ
や
東
野
圭
吾
氏
、
森
見
登
美

彦
氏
な
ど
小
説
が
多
く
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。
現
在
は
大
学
生
の
頃
か
ら

読
み
続
け
て
い
る
シ
リ
ー
ズ
物
の
小

説
や
歴
史
・
神
道
関
係
の
本
、
津
村

信
夫
氏
の
本
や
落
語
の
本
を
読
む
こ

と
が
多
い
で
す
が
、
気
に
な
っ
た
表

紙
の
本
を
「
ジ
ャ
ケ
買
い
」
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
漫
画
は
幼
い
頃
よ
り
現

在
ま
で
ず
っ
と
読
ん
で
い
ま
す
。
過

去
に
腹
部
の
手
術
を
行
っ
た
際
、
術

後
早
々
に
差
し
入
れ
で
も
ら
っ
た

ギ
ャ
グ
漫
画
を
楽
し
く
読
ん
で
い
た

と
こ
ろ
、
笑
っ
た
為
か
傷
口
か
ら
か

な
り
出
血
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
し

た
が
、
当
の
本
人
は
そ
れ
に
は
気
付

か
ず
読
み
続
け
て
い
た
所
を
親
と
看

護
師
さ
ん
に
見
つ
か
っ
て
怒
ら
れ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
や
漫
画
の
中
で
は
親
に『
漫

画
な
ん
て
読
む
な
』
と
子
供
が
叱
ら

れ
る
場
面
が
時
折
出
て
き
ま
す
が
、

私
の
家
で
は
漫
画
を
含
む
本
を
読
む

こ
と
に
つ
い
て
何
か
言
わ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

漫
画
や
小
説
は
「
子
供
の
教
育
に

悪
影
響
を
与
え
る
」
と
い
っ
た
考
え

の
方
も
い
る
よ
う
で
す
が
、
個
人
的

に
は
そ
う
思
い
ま
せ
ん
。漫
画
は「
画
」

を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
視
覚
的
に
も

話
を
分
か
り
や
す
く
し
、
よ
り
一
層

の
没
入
感
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
漫
画
・
小
説
と
も
に
登
場
人

物
の
視
点
を
介
し
て
話
が
展
開
し
て

い
く
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
心
情

が
垣
間
見
え
て
く
る
の
で
、
自
分
以

外
の
他
人
が
思
う
こ
と
や
感
じ
る
こ

と
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
、
人
と

接
す
る
上
で
も
勉
強
に
な
り
ま
す
。

　

神
職
が
奏
上
す
る
祝
詞
は
古
い
言

葉
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
分
か
り
に
く
い
所
が
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
祭
典
の
内
容
や
ご
祈

祷
を
受
け
ら
れ
る
参
拝
者
の
願
い
に

よ
っ
て
祝
詞
の
内
容
は
異
な
り
ま
す
。

ご
祈
祷
を
申
し
込
ま
れ
る
際
に
確
認

し
ま
す
申
込
用
紙
や
受
付
時
に
お
話

い
た
だ
い
た
内
容
を
基
に
そ
の
方
の

願
い
に
沿
っ
た
祝
詞
を
奏
上
し
て
お

り
ま
す
。
参
拝
者
が
真
に
思
わ
れ
て

い
る
願
い
を
察
し
て
神
様
に
奏
上
す

る
為
に
は
人
の
心
の
機
微
を
感
じ
取

れ
る
よ
う
様
々
な
視
点
か
ら
物
事
を

考
え
て
、
感
じ
取
っ
て
い
く
力
が

必
要
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
読
書
の
中

で
行
わ
れ
る
様
々
な
心
情
や
思
考
に

触
れ
る
こ
と
は
そ
う
い
っ
た
力
を
養

う
一
助
に
な
る
の
で
は
な
い
か
な
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
読
書
は
本
の
世
界
に
没
入

す
る
こ
と
で
普
段
は
自
身
が
体
験
で

き
な
い
世
界
を
感
じ
ら
れ
る
「
非
日

常
」
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
の
も

魅
力
的
で
す
。
興
味
あ
る
こ
と
へ
の

探
求
や
自
分
に
は
な
か
っ
た
考
え
と

の
出
会
い
、
そ
の
他
多
く
の
こ
と
を

学
び
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

最
近
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ゲ
ー
ム
、
テ

レ
ビ
な
ど
刺
激
的
な
も
の
も
多
く
、

読
書
す
る
人
が
減
っ
て
お
り
、
全
国

の
書
店
も
減
少
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

読
書
は
黙
々
と
本
を
読
む
こ
と
か
ら

非
常
に
地
味
で
す
が
、
本
の
中
に
は

刺
激
的
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
同
時
に
心
を
落
ち
着
か
せ
て
く

れ
ま
す
。
皆
様
も
た
ま
に
は
本
を
手

に
取
っ
て
読
ん
で
み
る
の
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

言
挙
げ
�

読
書

権
禰
宜
　
長
　
田
　
祖
　
治

令和６年９月17日 み　よ　し 184号 （2）
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入賞者一覧（順不同・敬称略）

マルシン賞
佐々木琉翔 広面小学校３年
熊谷　愛子 秋田東中学校2年
小林　快晴 広面小学校３年
稲葉　心汰 広面小学校３年
イチノセキ賞
三嶽　吏結 秋田東中学校2年
田村　幸苗 広面小学校２年
佐藤　泰仁 明徳小学校６年
竹田　怜加 港北小学校２年

花のヤマト賞
小玉　楓華 秋田東中学校2年
石郷岡杏奈 広面小学校 5年
小林　心晴 幼稚園
藤川　愛子 大人

太平山三吉神社賞
藤川　　蓮 広面小学校２年
津川　沙羅 秋田東中学校2年
八文字晴奈 角館高等学校2年
千田　　歩 大人
東日本電信電話㈱秋田支店賞
安斎　咲桜 秋田東中学校1年
佐々木結菜 広面小学校１年
保泉　花歩 広面小学校 4 年
大原　侑梨 広面小学校 5 年
秋田魁新報社賞
岩崎　　希 大人
浅利　由芽 秋田東中学校1年
村上　　花 秋田東中学校3年
田口万莉華 秋田東中学校2年
秋田中央郵便局賞
木元梨衣子 城東中学校２年
熊谷　浩一 大人
松本　理歩 桜小学校４年
佐々木一馬 東 小 学 校 3 年

秋田銀行広面支店賞
田村仁菜子 広面小学校３年
進藤　　結 秋田東中学校1年
天野　愛結 秋田東中学校2年
堀井　生成 附属中学校１年
北都銀行秋田東支店賞
岩崎　瑠衣 広面小学校６年
藤原　　瞳 秋田東中学校2年
小野　里咲 城東中学校２年
千田　柚希 附属中学校１年
秋田信用金庫広面支店賞
藤井　志歩 秋田東中学校1年
佐藤　汐里 秋田東中学校2年
保泉　実音 広面小学校２年
佐々木昊馬 広面小学校 6年

秋田県信用組合東支店賞
秋山　海翔 上北手小学校５年
秋山　咲翔 上北手小学校３年
藤井　　望 秋田東中学校2年
牧　日向子 秋田東中学校2年
ぺんてる賞
吉川　千尋 附属中学校１年
鳴海　創弥 東小学校４年
小林　和章 大人
稲葉　光汰 さくら幼稚園
㈲木曽塗装賞
髙橋友仁花 秋田東中学校1年
田村なずな 手形山幼稚園
佐々木悠子 大人
小林　恵子 大人
汎山書道教室賞
伊藤　　暁 広面小学校３年
佐々木志琉 広面小学校４年
横山　瑞果 秋田東中学校1年

　7月6日第39回目となる恒例の太平山写生会（主催：太平山写生会実
行委員会）が行われました。当日は天候に恵まれ、多くの幼児、児童、
生徒の皆様にご参加いただき、一生懸命に作品を描いていただきまし
た。その中から以下の方が入賞されました。おめでとうございます。

太平山三吉神社賞

写生会当日の様子

広面小学校2年　藤川蓮千田歩 秋田東中学校2年　津川沙羅
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みよしスケッチ
　

約
百
三
十
名
の
方
の
参
列
の
も

と
罪
穢
れ
を
祓
い
清
め
ま
し
た
。
　

神
人
・
協
力
会
計
十
六
名
で

御
遷
御
申
し
上
げ
ま
し
た
。

夏
越
の
大
祓
（
六
月
三
十
日
）

梵
天
祭
臨
時
説
明
会
（
七
月
二
十
六
日
）

写
生
会
表
彰
式
（
八
月
十
八
日
）

　

竿
灯
と
梵
天
が
空
高
く
舞
う

妙
技
。

　

令
和
七
年
三
吉
梵
天
祭
開
催
に

つ
い
て
打
合
せ
を
行
い
ま
し
た
。

八
日
町
竿
灯
会
（
八
月
四
日
）

臨
時
開
山
祭
（
七
月
二
十
日
）

令和６年９月17日 み　よ　し 184号 （4）



一
、
祈
り
の
書
奉
納

�

信
貴
聖
玉
　
様

一
、
鞨
鼓
修
復
奉
納

�

庄
村
恵
梨
子
　
様

�

（
旧
姓
　
和
田
）

一
、　三
吉
霊
神
御
神
像
（
江
戸
末
期
〜
明
治
初
期
）

�

麻
生
　
壽
吉
　
様

奉
納
者
ご
芳
名

（旧）

（新）

年末年始に巫女の奉仕頂ける方を募集いたします。� （10月1日受付開始）
当社の顔として参拝者と接する巫女奉仕はとても重要なお務めであり、貴重な体験になるものと
思います。ご希望の方は、お気軽にお問合せ下さい。� （係　内海）
　○奉　仕　対　象：高校生・大学生（女性）
　○奉　仕　日：年末年始ご都合の良い日
※事前に提出頂く書類及び面接（11月30日、12月1日予定）がございます
※希望者多数の場合は、御奉仕頂けない場合がございます

巫女奉仕者募集巫女奉仕者募集年末年始
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秋
季
秋
季

の
ご
案
内

の
ご
案
内

例
大
祭

男児（３歳・５歳）女児（３歳・７歳）の七五三参りを下記の期間執り行います。
ご家族様お揃いでお子様のご成長をお祝い下さい。
　○期　日　９月〜 12月中
　○受　付　�８時 45 分〜 16 時 30 分（ご予約不要です）
家族ごとに間隔をあけてお座りいただきます。

祝祝 七五三

　
令
和
六
年
秋
季
例
大
祭
を
左
記
の
通
り
に
斎
行
い
た
し
ま
す
。

　
ご
家
族
、
ご
友
人
同
士
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
多
く
の
皆
さ
ま
に

ご
参
列
頂
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

記

宵
　
宮
　
祭
　
十
月
十
六
日
（
水
）
午
後
六
時

例
　
大
　
祭
　
十
月
十
七
日
（
木
）
午
前
十
一
時

�

（
各
日
と
も
祭
典
後
直
会
が
ご
ざ
い
ま
す
）

◎
ご
参
列
の
方
は
、
十
月
六
日
ま
で
に
係
（
長
田
）
ま
で
ご
連
絡
下

さ
い

千千
歳
飴
歳
飴

千
歳
飴

千
歳
飴

千
歳
飴

令和６年９月17日 み　よ　し 184号 （6）


